
別記様式(第5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  第３回登米市男女共同参画審議会 

開 催 日 時 

平成２４年３月５日  (月) 

 

午後７時００分 開会    午後８時４０分 閉会 

開 催 場 所  迫公民館 研修室 

議長 (委員長 

又は会長 )の

氏 名 

 浅野富美枝会長 

出席者(委員)

の氏名 

浅野富美枝委員、伊藤直喜委員、須藤明美委員、及川さよ子委員、 

小野寺範子委員、須藤珏江委員、只野信子委員、石川清守委員、 

高橋さえ子委員 

欠席者(委員)

の氏名 
尾形重雄委員 

事 務 局 職 員 

職 氏 名 

市民活動支援課長 高橋美守、課長補佐兼係長 本間利政、 

主事 星名輝紀、主事 新田さゆり 

議 題 

（１）第２次登米市男女共同参画基本計画・行動計画（案）について 

（２）答申書の提出日程について 

（３）その他 

結果及び経過 

 進行：本間課長補佐  

１ 開   会 

２ あ い さ つ    浅野会長 

３ 協   議 

（１）第２次登米市男女共同参画基本計画・行動計画答申書（案）に 

ついて 

【結果】 

重点目標について設定し、数値目標の変更を行った。 

〈重点目標〉 

・基本方針Ⅰ 「基本目標３ 男女間のあらゆる暴力の根絶」 

・基本方針Ⅱ 「基本目標３ 地域における男女共同参画の推進」 

・基本方針Ⅲ 「基本目標１ 安心して子育てできる環境づくりの推進」 

〈数値目標〉 

・「男は仕事、女は家庭」などの性別による固定的な役割分担意識を持たな

い人の割合 ７５％から９０％へ変更 

・各種審議会等委員への女性の登用率 ３０％から４０％へ変更 

・女性委員のいる各種審議会等の数 ９０％から１００％へ変更 

 

（２）答申書の提出日程について 

【結果】 

日時：３月１１日（日）午前９時３０分  



場所：中田環境改善センター 

会長が所用により欠席のため副会長が提出し、参加可能な委員は当日

午前９時１５分まで集合する。 

 

（３）その他 

平成２４年度男女共同参画推進の取組について説明 

４ 閉   会 

伊藤副会長より閉会あいさつ 

 

会 議 資 料 

・会議次第 

・資料Ⅰ 第２次登米市男女共同参画基本計画・行動計画答申書（案） 

・資料Ⅱ 重点項目等についての意見シートとりまとめ 

・資料Ⅲ 平成２４年度登米市男女共同参画推進の取組について 

 

以 上  

発 言 者 議題・発言・結果 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

【第２次登米市男女共同参画基本計画・行動計画答申書（案）について】 

事前に送付していた資料「第２回審議会意見とりまとめ」について事務局

より説明。 

 

Ｎｏ１４「③高齢者の雇用社会の創出」とあるが、「雇用機会の創出」に訂

正していただきたい。 

 

１ページ目の「若者交流モニターの設置」の中に結婚推進という文言があ

る。結婚しない人が肩身の狭い思いをするのではないか。多様なライフス

タイルを送っている人が気持ちよく暮らせる登米市をつくっていくほう

が、条例に合っていると思う。「（３）相談の場づくり」に「①結婚相談会

の実施」とあるので、ここの「結婚推進」はいらないと思うがいかがか。 

 

（異議なし） 

 

その他に意見はあるか。 

 

（特になし） 

 

資料Ⅱについて事務局より説明後、自分が選んだ重点項目について委員か

ら意見を述べた。 

 

記入してあるとおり、根本とするものが意識の改革と啓発になり、数値目

標の達成にもつながるので、「男女平等の意識改革」を選んだ。「地域にお

ける男女共同参画の推進」は施策の方向性に「防災における男女共同参画

の推進」を新たに加えたために選んだ。また、「単身者や生活困難者に対す

る支援」についても同様である。 

 

子どもたちの教育から先に行うべきと考え「男女平等教育の推進」を選ん

だ。それから、男女共同参画の推進は家庭からと思い「家庭生活における

男女共同参画の推進」を選び、気軽に相談できる場所や人材が必要であり、
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生きがいのある生活を目指していきたいという思いから「単身者や生活困

難者に対する支援」を選んだ。 

 

私は、人命関わる問題として「男女間のあらゆる暴力の根絶」を選んだ。 

「地域における男女共同参画の推進」については、家庭はもちろんコミュ

ニティの中でも意識啓発を含めて底上げすることが大切と考えた。「安心

して子育てできる環境づくりの推進」については、仕事と生活の両立に苦

労している人も多く、不安要素を払拭する環境づくりができればと思い選

んだ。 

 

私が「男女間のあらゆる暴力の根絶」を選んだ理由として、昨今、事件が

多発していることから喫緊の問題であると考えた。また、現在市内にもあ

るが仮設住宅においても起こりうる問題として取り上げるべきと考える。

「家庭生活における男女共同参画の推進」については、家庭が一番小さな

団体であると考え、その中で意識啓発ができなければ、外に向かって発信

することができないと考えた。「地域における男女共同参画の推進」は、自

分が震災の支援に携わり、女性が置き去りにされていると感じたので強調

できたらと感じた。また、この他に登米市では医療問題があるので「安心

して子育てできる環境づくりの推進」を選びたいと思う。 

 

相談体制を充実するということで広く市民の方に見える形なので「男女間

のあらゆる暴力の根絶」を選んだ。また、「政策・方針決定過程への女性の

参画」を選んだ理由として、市が男女共同参画についてこれだけ努力して

いるということを見える形にすれば、家庭や職場、地域での男女共同参画

の推進が加速するのではないかと考えた。「安心して子育てできる環境づ

くりの推進」については、介護や高齢者、障がい者の支援も大切だと思う

が、まずは未来ある子どもたちの環境整備というものが一番大切だと考え

た。 

 

予算が付けば何とかなるのではないかと考え、「安心して子育てできる環

境づくりの推進」と「介護等への支援」を選んだ。特に高齢者については

毎年増えているため、包括支援センターでは足りないのではないかと考え

た。 

 

意見シート提出していない方からも意見を伺いたい。 

 

報道等において悲惨な事件が多いので「男女間のあらゆる暴力の根絶」は

重点項目にすべきと考える。また、家庭の中から男女共同参画を推進して

いかないと地域に出ることも難しいことから「家庭生活における男女共同

参画の推進」を選びたい。それから、若い世代は共働きが多いので子ども

を安心して預けられる場所があれば、安心して仕事ができると考え「安心

して子育てできる環境づくりの推進」を重点項目としたい。 

 

私も相談体制の充実が必要であると考え「男女間のあらゆる暴力の根絶」

を重点項目としたい。また、地域のコミュニティでは男性の意見は取り入

れられ、女性はなかなか意見を発することができない。発することができ

ないというよりも、女性は意見を発しない。コミュニティにおいても女性

が参画することが必要であり、すべてにおいて男性と同じではなくてもそ

れぞれの参画があると思い、「地域における男女共同参画の推進」を選びた
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事務局 
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議長 

 

委員 

 

委員 

 

 

議長 

い。もう一点は、現在母子家庭や父子家庭が増えて、なかなか自分の子ど

もに対応できない親もおり、虐待などの犠牲になっている子どももいるこ

とから「安心して子育てできる環境づくりの推進」を重点目標としたい。 

 

今、意見を伺った中で「男女間のあらゆる暴力の根絶」、「地域における男

女共同参画の推進」、「安心して子育てできる環境づくりの推進」にそれぞ

れ５票ずつ入った。多数決で決定するわけではないが、さまざまな分野か

ら審議会の委員となっている皆さんから提案された意見がこれだけあるの

で、この３点について重点目標としたいと思うがいかがか。 

 

（異議なし） 

 

重点目標の表現方法について事務局説明。 

 

意見を提案された委員から内容について伺いたい。 

 

重点項目については、なぜこの項目が重点目標となったか理由をつけた方

が良いのではないかと考える。２ページの体系の後に明記したら良いので

はないかと考える。 

 

基本的には体系図の基本目標を太字にして重点目標ということを示せば良

いと考えるが、理由についても必要であると思う。ただ、体系図と違うペー

ジに理由があるよりも、体系図と同じページにあれば見やすいと思う。 

 

重点目標については、印があっただけでもわかりやすいと考える。現在新

設された基本目標に星印が付いているが、それを削除し、重点目標に印を

つけてはどうかと思う。 

 

ページ数のことを考えると体系図に重点目標を太字にしたほうが良いと考

える。新設の基本目標については星印のままで、重点目標の書体を変えて

ゴシック体で表現したらよいのではないか。 

 

この計画はＨ２７年度までの重点目標ということなのか。また、この計画

は市民の目に触れるものなのか。 

 

Ｈ２７年度までの４年間の重点目標となる。計画については、ホームペー

ジに掲載する予定である。また、広報や各種事業等において周知していき

たい。 

 

「絵に描いたもち」にならないよう周知をお願いしたい。 

 

重点目標の表現方法についてはいかがか。 

 

体系図に太字で表記するということで良いと思う。 

 

第４章の推進体制に「３目標数値一覧」とあるが、「３重点目標」として数

値目標は４としたい。 

 

他に意見はあるか。 
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私も太字表記で良いと考える。わかりやすくしたほうが伝わるのではない

かと思う。 

 

字の大きさが同じだと、やはりわかりづらいので太字表記にしたら良いの

ではないか。 

 

太字表記という意見が多いが、なぜこれが重点目標なのかという説明が必

要だと思う。それについてはいかがか。 

 

重点目標の理由については必要だと考える。 

 

国では、計画のはじめにわかりやすく明記されている。はじめに明記すれ

ば、説明も入るかと思うがいかがか。 

 

２ページに６として重点目標を明記し、３ページに７として体系図を入れ

れば良いのではないか。 

 

今、２ページに重点目標、３ページに体系図という意見があったがいかが

か。 

 

体系図の表現については、特にこのままで良いのか。 

 

重点目標を太字で表現したほうが良い。 

 

（異議なし） 

 

では、次に数値目標の一覧について意見をいただいているので、説明願い

たい。 

 

第１次基本計画調査値と第２次基本計画現況値を比較すると、あまり進ん

でいないように感じる。目標値をこれ以上上げるのは難しいし、下げるこ

とは不適切と考えこのままで良いと思った。 

 

項目によっては、現況値が下がっているものもある。目標を高くするのは

良いが、現実的な数値にしたほうが良いのではないかと考える。 

 

下がっている理由は２つあると思う。例えばＤＶに関しては、これまでＤ

Ｖを受けている人がＤＶであると認識していなかった場合には、受けてい

ないと思っている。男女共同参画が推進され、これはＤＶであると認識し

た場合は、ＤＶ被害を受けていると理解する。この場合は数値が下がるし、

実際に被害を受けている人が増えているということも考えられる。下がっ

た数値については、調査・分析が必要であると考える。分析は行ったのか。 

 

そこまでの分析はしていない。 

 

他の意見はあるか。 

 

基本方針Ⅰの数値目標は１００％でも良いと考える。また、女性の登用率
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３０％を４０％に、女性委員のいる審議会等の数を１００％にしたほうが

良いのではないか。 

 

数値なら％だが、数であれば実際の数字を入れなければならないのではな

いか。 

 

数値目標についてはこれでよいと考えるが、全体的に見ると、女性が出た

くても出られないのではなくて、出ない人たちが多いように感じる。 

 

私は女性の登用率を５０％でも良いのではないかと考える。 

 

事務局からこの数値になった経過について説明したい。目標値については、

第１次基本計画において達成されたものについては数値を上げており、達

成されていないものについては、現状の分析をしながら経過を見る必要が

あるということで下げずに第１次基本計画と同じになっている。数値目標

については、庁内の作業部会、幹事会、本部会を経て決定したが、意見が

分かれたところでもある。最終的には１００％にしたいが、結果的には、

この４年間で達成できる現実的な数値を目標としたら良いのではないかと

いうことでこの数値になった。それから、先ほど審議会の数が数値ではな

いかという意見があったが、注意書きにあるように宮城県で行っている調

査の数値を計上している。 

 

達成率を考えると実現可能な数値としたほうが良いと考えるが、女性の登

用率については２０％から２５％上昇しているので、目標値を３０％から

４０％にしても良いのではないか。 

 

目標値を上げることは可能であると考える。現在の審議会についてはあて

職で委員となっている方もいる。公募委員であれば特に問題はないが、団

体推薦枞であると、団体の代表等は男性が多いのが現状である。そういっ

たことも踏まえてご審議いただきたい。 

 

そこが問題となっている。女性が力をつけて、各種団体の長となれば問題

ないが、防災等においてはあて職で委員となるのは男性が多いため、他の

自治体では要綱等で「市長が必要と認めるもの」「会長が必要と認めるも

の」と規定して、女性を登用しているとこともある。５０％は難しいかも

しれない。４０％くらいであれば現実的な数値と考えるがいかがか。 

 

（異議なし） 

 

その他についていかがか。 

 

教育委員会では男性だけの審議会が多くあり、そこで必ず女性を入れるよ

うに声がけを行った。女性が一人でも入れば数値が上がるので、審議会の

数については１００％としたい。 

 

仙台市では市長が特別な文書を出す。それでも男性になってしまうことも

ある。 

 

登米市ではこういう取組をしているという文書を添付してはどうか。 
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団体の意思を尊重する必要もあり、事務局としてそこまで踏み込んで良い

のかというところもある。 

 

市長に答申書を提出する際に、この結果になった趣旨を説明しお願いする

ことも可能かと思うがいかがか。 

 

（異議なし） 

 

その他に意見はあるか。 

 

固定的な役割分担意識を持たない人の割合を１００％にすれば、数値が下

がった項目についておのずと数値が上がってくるのではないか。 

 

現実的なところで９０％ではどうか。 

 

アンケート調査の中では５０代、６０代の方がこの意識をもたないように

したいとの意見があった。 

 

アンケートの対象はどのような人か。 

 

アンケートは無作為抽出で２０００名を対象に行った。 

 

２年ほど前に出前ミーティングに行った際、６０代から７０代の方に男女

共同参画の趣旨の説明を行った。その時にあなたは私の７０年の人生を否

定するのかと言われたことがある。３０代までは学校教育のなかで男女平

等について教育されているが、戦前生まれの方の意識を変えることが難し

い。 

 

あと１０年もすると意識はだいぶ変わるかと思うが、４年間で１００％は

難しい。 

 

男性よりも女性の意識を変えることが必要である。 

 

自分は男女平等の中で育ってきたので１００％で当たり前だと思っている

が、社会に出て他の人の話を聞くと１００％は難しいと感じている。 

 

では、この項目については９０％で良いか。 

 

（異議なし） 

 

 

（２）答申書の提出日程について 

事務局から提案いただきたい。 

 

浅野会長から前文について８日の朝にいただき、その後皆さんに配布し確

認していただく。その後市長への提出となる。平日については議会中とい

うこともあり、予定としては３月１１日の午前９時３０分ということで提

案したい。また浅野会長については所用により欠席ということで、伊藤副
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会長に代理をお願いし、参加できる委員の皆さんについては出席願いたい。

場所は中田環境改善センターを予定しており、９時１５分まで集まってい

ただきたい。 

 

時間はどれくらいかかるのか。 

 

３０分程度の予定である。 

 

事務局から提案があったがいかがか。 

 

（異議なし） 

 


